
広島・瀬戸内海・松山　新定番ルート
今、最も注目される教育旅行先

チ
ャ
ー
タ
ー
船
利
用
で
効
率
的
な
移
動

多
彩
な
テ
ー
マ
別
体
験
交
流
メ
ニ
ュ
ー

時
代
劇
扮
装
や
清
水
焼
絵
付
け

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気

京都　東映太秦映画村

震災の記憶と教訓を後世に

阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター

ＪＡＴＡ

海
外
教
育
旅
行
セ
ミ
ナ
ー


月

日
・
東
京
、
月

日
・
大
阪
で

来
訪
学
校
数
が
５
％
増
加

長
野
県
、平
成

年
度
の
学
習
旅
行

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
千
葉
工
業
大

最
先
端
技
術
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

日
本
最
古
の
湯

日
本
の
城
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位

「
俳
句
」で
ま
ち
歩
き

和
文
化
・
温
泉
文
化
を
体
験

瀬
戸
内
海
の
島
々
で
体
験

松
山
周
辺
地
域
と
も
連
携
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今
、
最
も
注
目
さ
れ
る
教
育
旅
行
先
が
、
広
島
・
瀬
戸
内
海
・
松
山
の
組
み
合
わ
せ

だ
。
「
平
和
学
習
」
や
「
世
界
遺
産
を
通
し
た
学
習
」
な
ど
教
育
旅
行
の
定
番
の
地

「
広
島
」
。
こ
れ
に
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
や
島
々
で
の
体
験
、
道
後
温
泉
、
し
ま
な
み

海
道
、多
く
の
俳
人
や
文
学
作
品
を
輩
出
し
た
松
山
や
、砥
部
焼（
伝
統
工
芸
の
里
）、

清
流
肱
川
（
大
洲
）
を
舞
台
と
し
た
多
彩
な
テ
ー
マ
別
交
流
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合

わ
せ
た
教
育
旅
行
が
人
気
で
、
広
島
・
瀬
戸
内
海
・
松
山
の
ル
ー
ト
が
新
た
な
定
番
ル

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
松
山
市
の
サ
ポ
ー
ト
が
万
全
な
の
も
、
人
気
の
理
由
だ
。

　平成年７月豪雨により被害に遭われた皆さまに心からお見舞い申し上げます。
　全国の皆さまからご心配をいただいていますが、松山市内の観光施設については、現在も通常通り営業
しています。また、愛媛県内の修学旅行用体験メニューについても、受け入れ可能ですので、安心してお
越しください。
　被害に遭われた皆さまの一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

　松山市産業経済部　観光・国際交流課

道後温泉別館　飛鳥乃湯泉

松
山
城
で
俳
句
体
験

中
島
で
み
か
ん
の
収
穫
体
験

道
後
商
店
街
で
夜
の
散
策

し
ま
な
み
海
道
を
渡
る
橋
上

サ
イ
ク
リ
ン
グ

お手軽時代劇扮装

からくり忍者屋敷

伊賀流手裏剣打ハイスコア選手権

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都
市

右
京
区
）
で
は
、
修
学
旅
行
生

に
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人

気
。
体
験
学
習
は
修
学
旅
行
に

必
須
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
お

り
、
映
画
村
で
は
、「
見
る
・
学

ぶ
・
作
る
・
参
加
す
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
京
扇
子
、
京
う
ち
わ

の
手
描
き
体
験
の
ほ
か
、
清
水

焼
絵
付
け
体
験
な
ど
が
あ
る
。

　
班
別
研
修
用
に
は
、
少
人
数

用
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
映
画

村
な
ら
で
は
の
「
お
手
軽
時
代

劇
扮
装
」
が
あ
る
。
メ
イ
ク
、

か
つ
ら
を
省
い
て
着
物
の
着
付

け
の
み
の
お
手
軽
プ
ラ
ン
。
短

時
間
で
変
身
し
、
映
画
村
の
江

戸
の
町
を
散
策
で
き
る
。

　
村
内
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次
々
と
登
場

し
て
い
る
。
時
代
劇
や
忍
者
を

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
充
実
し

た
。

　「
レ
ー
ザ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　

脱

出
の
城
」は
、武
将
・
織
田
信
長

が
支
配
す
る
架
空
の
魔
城
か
ら

八
つ
の
罠
を
突
破
し
て
脱
出
す

る
体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

城
の
中
は
一
本
橋
や
ス
ラ
イ
ダ

ー
な
ど
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
演
出
さ
れ
る
不
思
議
な
空
間

な
ど
の
仕
掛
け
が
あ
る
。

　「
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
」は
、

９
月

日
～

月
２
日
の
期
間

限
定
で
、
謎
解
き
ゲ
ー
ム
と
コ

ラ
ボ
し
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。
参
加
者
は
謎
の
暗
号
を
手

渡
さ
れ
て
、
か
ら
く
り
忍
者
屋

敷
に
潜
入
。
屋
敷
内
の
か
ら
く

り
に
潜
む
暗
号
を
解
読
し
な
が

ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
難
易
度
が
ア
ッ
プ
。
　

　
手
裏
剣
道
場
で
は
、
忍
者
の

得
意
な
武
器
で
あ
る
手
裏
剣
投

げ
に
挑
戦
で
き
る
。
伊
賀
流
手

裏
剣
打
ち
で
、
手
裏
剣
を
的
に

向
か
っ
て
投
げ
ら
れ
る
実
践
道

場
。

　
第
５
回
「
伊
賀
流
手
裏
剣
打

ハ
イ
ス
コ
ア
選
手
権
」
が
開
催

中
で
本
格
手
裏
剣
５
投
の
合
計

で
ハ
イ
ス
コ
ア
を
目
指
す
。
季

節
ご
と
に
優
秀
者
を
決
定
し
、

賞
状
と
記
念
品
が
も
ら
え
る
。

さ
ら
に
年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
伊
賀
上
野
観
光
協

会
の
協
力
で
、
伊
賀
特
産
品
が

贈
ら
れ
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
も
随

時
、
映
画
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
年
間
を
通
し
て
数

々
の
人
気
ゲ
ー
ム
・
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
期
間
限
定
の
特
別
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
て
い
る
。
９
月


日
か
ら

月
２
日
ま
で
は
人
気

ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
刀
剣

乱
舞
│
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
│
」
の

ゲ
ー
ム
の
世
界
を
再
現
。
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ

イ
ス
、
コ
ラ
ボ
フ
ー
ド
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
。


月
以
降
も
話
題
作
と
の
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
が
多
数
企
画
さ
れ
て

い
る
の
で
楽
し
み
だ
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、
申

し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
東
映
太
秦
映

画
村
☎
０
７
５
（
８
６
４
）
７

７
１
６
ま
で
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

災害対策ロボットを操縦する金子館長

自
治
体
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー

津
波
避
難
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
愛
媛
県
外
か
ら
松
山
市
を

訪
れ
る
に
は
、
海
路
や
陸
路

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
松
山
市
で

は
、
多
様
な
モ
デ
ル
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一

例
が
、
「
広
島
―
松
山
ル
ー

ト
」（
２
４
０
人
モ
デ
ル
）。

広
島
・
松
山
間
を
最
短

分

で
結
ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
利

用
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す

る
こ
と
で
、
自
由
度
の
高
い

コ
ー
ス
設
定
や
充
実
し
た
体

験
が
可
能
。
穏
や
か
で
晴
天

率
の
高
い
瀬
戸
内
海
で
の
運

航
率
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
と

計
画
が
立
て
や
す
く
、
安
全

で
快
適
な
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
満
喫
で
き
る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

促
進
協
会
は
、
将
来
の
国
際

人
材
の
育
成
を
目
指
し
、「
２

０
１
８
年
海
外
教
育
旅
行
セ

ミ
ナ
ー
」
を

月

日
に
東

京
で
、

月

日
に
大
阪
で

開
催
す
る
。テ
ー
マ
は「
新
学

習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
海

外
教
育
旅
行
と
は
？
」
。

　
東
京
大
学
高
大
接
続
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究
員

で
聖
心
女
子
大
学
教
授
の
益

川
弘
如
氏
が
「
新
学
習
指
導

要
領
！
　
大
学
入
試
改
革
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

？
」
と
題
し
て
講
演
。
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
国

際
教
育
課
の
加
藤
賢
一
氏

が
、
文
科
省
と
民
間
企
業
と

が
協
働
で
行
う
留
学
促
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
東
京
会
場
で

は
、
埼
玉
県
立
草
加
高
等
学

校
前
校
長
で
全
国
修
学
旅
行

研
究
協
会
国
際
担
当
部
長
の

木
田
一
彦
氏
が
「
明
日
に
向

か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
高

校
生
の
海
外
研
修
（
教
育
）

旅
行
」
と
題
し
て
講
演
。
一

方
、
大
阪
会
場
で
は
、
関
西

大
学
講
師
で
関
西
大
学
第
一

高
等
学
校
・
第
一
中
学
校
教

諭
、
入
試
広
報
主
任
の
大
西

隆
氏
が
「
主
体
的
・
対
話
的

に
な
る
た
め
に
～
『
外
国
人

に
な
る
』こ
と
の
大
切
さ
～
」

を
テ
ー
マ
に
語
る
。

　
長
野
県
観
光
機
構
は
、
平

成

年
度
「
学
習
旅
行
実
態

調
査
」
の
結
果
を
こ
の
ほ
ど

発
表
し
た
。
県
外
か
ら
の
学

習
旅
行
の
来
訪
学
校
数
は
計

４
５
９
３
校
で
、
前
年
度
の

４
３
７
８
校
に
対
し
て
４
・

９
％
増
加
。
来
訪
し
た
延
べ

児
童
・
生
徒
数
は
計

万
３

８
６
２
人
で
、
前
年
度
の


万
１
８
７
６
人
に
対
し
て
１

・
４
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
調
査
は
学
習
旅
行
誘
致
対

策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
実
施
し
て

い
る
。

　
学
校
の
区
分
別
に
来
訪
学

校
数
と
延
べ
児
童
・
生
徒
数

を
見
る
と
、
小
学
校
が
８
７

３
校
（
対
前
年
比
１
・
６
％

減
）、
万
７
７
４
４
人
（
同

６
・
３
％
減
）、中
学
校
が
１

８
４
３
校（
同

・
１
％
増
）、


万
３
１
９
９
人
（
同
９
・

０
％
増
）、高
等
学
校
が
１
８

７
７
校
（
同
０
・
１
％
増
）、


万
２
９
１
９
人
（
１
・
９

％
減
）
だ
っ
た
。

　
宿
泊
地
別
の
延
べ
児
童
・

生
徒
数
＝
表
＝
は
、
小
学
校

で
は
１
位
が
「
そ
の
他
の
上

田
地
振
管
内
」
（
構
成
比


・
１
％
）
で
、
２
位
が
「
志

賀
高
原
・
北
志
賀
高
原
」

（
同

・
６
％
）
、
３
位
が

「
そ
の
他
の
佐
久
地
振
管

内
」
（
同

・
３
％
）
だ
っ

た
。
中
学
校
は
１
位
「
菅
平

高
原
」
（
同

・
３
％
）
、

２
位
「
志
賀
高
原
・
北
志
賀

高
原
」
（
同

・
５
％
）
、

３
位
「
そ
の
他
の
佐
久
地
振

管
内
」
（
同
５
・
３
％
）
。

高
等
学
校
で
は
１
位
「
菅
平

高
原
」
（
同

・
１
％
）
、

２
位
「
志
賀
高
原
・
北
志
賀

高
原
」
（
同

・
５
％
）
、

３
位
「
そ
の
他
の
佐
久
地
振

管
内
」
（
同
６
・
９
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

　
調
査
対
象
期
間
は
平
成


年
４
月
１
日
か
ら

年
３
月


日
ま
で
。

　
神
戸
市
中
央
区
の
「
阪
神

・
淡
路
大
震
災
記
念
　
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
は
、

そ
の
名
称
の
通
り
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
記
憶
と
教
訓

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
２

０
０
２
年
に
開
設
さ
れ
、
例

年
約

万
人
が
来
館
す
る
災

害
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

の
瞬
間
の
再
現
映
像
「
５
・


の
衝
撃
（
１
・

シ
ア
タ

ー
）
」
、
復
興
に
至
る
ま
で

の
ま
ち
と
人
の
様
子
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ

マ
「
こ
の
ま
ち
と
生
き
る

（
大
震
災
ホ
ー
ル
）
」
な
ど

の
映
像
上
映
の
他
、
被
災
者

か
ら
提
供
さ
れ
た
実
物
の
震

災
資
料
の
展
示
を
行
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
か
ら
の
防
災
、
減
災

を
学
ぶ
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
耐

震
構
造
や
液
状
化
に
つ
い
て

学
ぶ
実
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
防

災
ゲ
ー
ム
な
ど
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
災
害
へ
の
備
え
を

リ
ス
ト
化
し
た
、
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
減
災
グ
ッ
ズ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
は
展
示
フ
ロ
ア
内

で
無
料
配
布
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
だ
。

　
ま
た
、
昨
年
８
月
に
は
津

波
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
エ

リ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
、
「
巨

大
地
震
に
よ
る
津
波
の
脅
威

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
映
像
」
「
負

荷
の
か
か
る
歩
行
装
置
で
水

圧
が
か
か
る
中
で
の
歩
行
が

い
か
に
困
難
か
を
体
感
す
る

津
波
避
難
体
験
」
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
よ
る
被
害
想
定

パ
ネ
ル
展
示
」
な
ど
が
追
加

さ
れ
た
。
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

に
つ
い
て
も
展
示
が
拡
充
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
備

え
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

た
い
。

　
昨
今
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
各
地
で
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
自
然
災
害
が
数
多

く
起
こ
っ
て
い
る
。
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、

災
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
過
去
の
災
害
を

知
り
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
起

こ
り
う
る
災
害
へ
の
備
え
を

学
ぶ
場
と
し
て
活
用
し
て
ほ

し
い
。

　
日
本
最
古
と
い
わ
れ
る
道

後
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
「
道
後

温
泉
本
館
」は
、ミ
シ
ュ
ラ
ン

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
ジ
ャ
ポ
ン

で
最
高
評
価
の
三
つ
星
を
獲

得
し
て
い
る
。
泉
質
は
ア
ル

カ
リ
性
単
純
温
泉
で
肌
に
優

し
い
美
人
の
湯
。
加
温
加
水

し
て
い
な
い
源
泉
１
０
０
％

か
け
流
し
は
、
全
国
で
も
例

を
み
な
い
特
別
な
温
泉
だ
。

　
道
後
温
泉
本
館
は
、
保
存

修
理
工
事
中
で
、
現
在
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
誤

っ
た
情
報
が
あ
る
が
、
本
格

的
な
保
存
修
理
工
事
は
、
２

０
１
９
年
１
月

日
以
降
の

着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
営
業
を
し
な
が

ら
の
工
事
を
予
定
し
て
お

り
、
工
事
期
間
中
も
入
浴
可

能
だ
。
工
事
中
だ
か
ら
こ
そ

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
魅
力

的
な
取
り
組
み
も
予
定
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
昨
秋
に
、
日
本
最

古
と
い
わ
れ
る
温
泉
に
ふ
さ

わ
し
い
飛
鳥
時
代
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
湯
屋
が
コ
ン
セ
プ
ト

の
新
た
な
温
泉
施
設
「
道
後

温
泉
別
館
　
飛
鳥
乃
湯
泉

（
あ
す
か
の
ゆ
）
」
が
道
後

に
誕
生
し
、
早
く
も
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
以
前
に
建
造
さ

れ
た
天
守
は
、
全
国
で
も


し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の

「
現
存

天
守
」
の
一
つ
で

あ
る
松
山
城
は
、「
連
立
式
天

守
」
「
登
り
石
垣
」
な
ど
防

御
に
優
れ
た
特
徴
を
持
つ
難

攻
不
落
の
城
と
言
わ
れ
る
。

世
界
最
大
級
の
旅
行
口
コ
ミ

サ
イ
ト
が
発
表
し
た
「
旅
好

き
が
選
ぶ
！
日
本
の
城
ラ
ン

キ
ン
グ
２
０
１
７
」
で
は
、

第
３
位
に
輝
い
た
。

　
俳
人
・
正
岡
子
規
を
輩
出

し
た
松
山
な
ら
で
は
の
体
験

と
し
て
好
評
な
の
が
、
ま
ち

歩
き
を
意
味
す
る
「
ハ
イ
ク

（
歩
く
）
」
に
、
「
俳
句
」

を
取
り
入
れ
た
「
松
山
は
い

く
」
の
メ
ニ
ュ
ー
。
俳
句
作

り
に
精
通
し
た
ま
ち
歩
き
ガ

イ
ド
と
松
山
・
道
後
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
道

後
温
泉
や
松
山
城
な
ど
市
内

各
所
を
吟
行
体
験
で
き
る
。

　
散
策
中
も
ガ
イ
ド
の
俳
句

づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る

の
で
、
初
心
者
で
も
俳
句
を

詠
む
こ
と
が
可
能
だ
。

　
そ
の
後
、
夕
食
時
の
宴
会

場
で
行
わ
れ
る
句
会
ラ
イ
ブ

は
、
「
某
テ
レ
ビ
番
組
の
辛

口
俳
句
先
生
の
よ
う
に
講
師

が
巧
み
な
進
行
で
、
楽
し
く

生
徒
、
先
生
の
俳
句
を
評
価

し
、
会
場
は
笑
顔
で
包
ま
れ

る
」
（
松
山
市
産
業
経
済
部

観
光
・
国
際
交
流
課
）
。
生

徒
の
隠
れ
た
才
能
が
明
ら
か

に
な
る
と
評
判
だ
。

　
松
山
市
が
推
奨
す
る
道
後

温
泉
周
辺
の
宿
泊
施
設
や
道

後
商
店
街
と
も
共
同
し
て
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
い

る
。

　
一
つ
は
、
和
文
化
体
験
。

夕
食
前
後
の
時
間
を
利
用

し
、
会
席
料
理
や
お
座
敷
マ

ナ
ー
、
食
育
な
ど
約

分
の

研
修
は
、
時
間
を
有
効
活
用

し
、
研
修
率
も
ア
ッ
プ
で
き

る
と
好
評
だ
。

　
そ
し
て
、も
う
一
つ
は
、温

泉
文
化
体
験
。
明
治
の
雰
囲

気
漂
う
道
後
温
泉
本
館
を
中

心
に
散
策
し
、
特
別
料
金
で

人
力
車
に
乗
車
で
き
、
本
館

前
で
集
合
写
真
も
撮
影
。
ま

た
、
正
岡
子
規
を
輩
出
し
た

ま
ち
「
俳
都
松
山
」
に
ち
な

ん
で
、
散
策
中
に
俳
句
を
つ

く
り
、
特
設
の
ポ
ス
ト
に
投

句
す
る
と
、
後
日
、
最
優
秀

句
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
贈

ら
れ
る
と
い
っ
た
特
別
イ
ベ

ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

　
道
後
周
辺
の
旅
館
に
宿
泊

し
た
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
採

用
し
て
い
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー

が
、
道
後
商
店
街
の
夜
の
散

策
で
あ
る
。
散
策
中
の
安
全

確
保
は
、
市
職
員
や
ホ
テ
ル

ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
。

　
み
か
ん
王
国
・
愛
媛
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
中
島
。
チ
ャ
ー
タ
ー
船

を
使
え
ば
、
広
島
か
ら
約
１

時
間
で
直
接
上
陸
で
き
る
。

　
地
元
保
育
園
児
に
よ
る
歓

迎
に
始
ま
り
、
延
長
５
０
０

㍍
の
美
し
い
姫
ヶ
浜
ビ
ー
チ

で
の
投
げ
釣
り
体
験
、
昼
食

は
瀬
戸
内
の
新
鮮
な
海
鮮
を

使
用
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

人
気
だ
。
み
か
ん
の
収
穫
時

期
は

月
か
ら
５
月
ま
で
の

約
８
カ
月
間
で
、
農
家
か
ら

収
穫
方
法
を
学
ん
だ
後
、
収

穫
体
験
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
松
山
市
内
か
ら
車

で
１
時
間
で
、
し
ま
な
み
海

道
の
愛
媛
側
玄
関
口
今
治
市

に
到
着
す
る
。
定
番
メ
ニ
ュ

ー
は
、
世
界
唯
一
の
橋
上
サ

イ
ク
リ
ン
グ
。
瀬
戸
内
海
の

島
々
を
眺
め
な
が
ら
の
爽
快

な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
世
界
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
昼
食
の
海
鮮
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
観
潮
船
で

の
急
流
体
験
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
然
の
力
、
雄
大

さ
を
体
感
す
る
。

　
松
山
市
内
か
ら
車
で


分
。
隣
町
の
砥
部
町
に
あ
る

「
と
べ
動
物
園
」
は
、
日
本

初
の
人
工
哺
育
に
成
功
し
た

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
・
ピ
ー
ス

で
有
名
。
動
物
の
自
然
な
生

態
が
見
ら
れ
る
行
動
展
示
型

で
西
日
本
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
。

　
こ
こ
で
は
、
飼
育
員
か
ら

地
球
温
暖
化
や
森
林
伐
採
な

ど
環
境
問
題
や
、
獣
舎
裏
の

体
験
学
習
な
ど
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
大
洲
は
六
万
石
の

城
下
町
と
し
て
栄
え
、
伊
予

の
小
京
都
と
言
わ
れ
る
。

　
大
洲
市
を
流
れ
る
清
流

「
肱
川
」
で
は
、
ミ
シ
ュ
ラ

ン
一
つ
星
の
臥
龍
山
荘
や
大

洲
城
を
眺
め
な
が
ら
、
カ
ヌ

ー
体
験
を
行
い
、
自
然
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
松
山
で
「
本
物
の
体
験
」

「
将
来
に
生
き
る
体
験
」
を

通
し
て「
感
動
」「
教
訓
」、

そ
し
て
「
最
高
の
思
い
出
」

を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
が
運
営
す
る
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
（
東
京
都
墨
田
区
）

は
、
隣
接
す
る
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
イ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー

８
階
に
あ
る
千
葉
工
業
大
学

・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
連
携
し
、

体
験
型
の
修
学
旅
行
を
誘
致

し
て
い
る
。

　
同
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
研
究

活
動
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
最

先
端
技
術
を
応
用
し
た
体
験

型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

で
、
未
来
体
験
ツ
ア
ー
を
提

案
す
る
。

　
未
来
体
験
ツ
ア
ー
は
、
３

０
０
㌅
の
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン

に
よ
る
宇
宙
の
誕
生
か
ら
現

在
ま
で
の
１
３
８
億
年
を
大

迫
力
の
映
像
と
音
響
で
紹
介

す
る
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
エ
リ
ア

１
に
移
動
し
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
に
投
入
さ
れ
て

い
る
災
害
対
策
ロ
ボ
ッ
ト
の

操
縦
の
実
演
や
、
人
工
知
能

が
約

万
枚
の
写
真
を
学
習

し
た
結
果
を
可
視
化
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
体
験
。
エ

リ
ア
２
で
は
、
惑
星
探
査
研

究
の
成
果
を
応
用
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
体
験
す

る
。
約
１
時
間
の
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
は
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
館
長

の
金
子
和
弘
氏
を
は
じ
め
、

千
葉
工
業
大
学
で
学
ぶ
学
生

が
務
め
る
。

　
ツ
ア
ー
料
金
は
無
料
（
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
展
望
台
入

場
料
金
は
必
要
）。期
間
は
、


月

日
か
ら
来
年
３
月


日
ま
で
と
来
年
６
月

日
か

ら
７
月

日
ま
で
の
平
日
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

団
体
予
約
セ
ン
タ
ー
☎
０
３

（
３
６
２
６
）
０
６
３
４
。




